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比較線源 ひかくせんげん

 放射性物質の放射能の絶対値を求める場合、使用する測定器の感度を、あらかじめ既知の標準試料
（線源）で校正した線源を使用し、これを比較線源という。測定する放射線のエネルギー、測定試料の
形状が校正用の標準線源のそれと異なることが多いため、吸収損失、自己吸収、後方散乱等の補正を行
うことが重要である。代表的な標準線源として次のものが使用されている。α線用標準線源として、Ｒ
ａＦ（Ｐｏ−２１０）、Ａｍ−２４１、Ｃｍ−２４４、Ｐｏ−２１０、Ｐｕ−２３８、Ｐｕ−２３９、Ｕ−２
３３、β線用標準線源として、ＲａＥ、Ｕ3 Ｏ8 、Ｋ−４０、γ線用標準線源として、Ｎａ−２３、Ｍ
ｎ−５４、Ｃｏ−５７、Ｃｏ−６０、Ｙ−８８、Ｂａ−１３３、Ｃｓ−１３７、Ｉｒ−１９２、Ｈｇ−２０
３、Ｒａ−２２６、Ａｍ−２４１などがある。
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